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神戸総合医療専門学校

参考文献

書名 著者・編集者名 出版社名

なし

眼科検査ガイド　第3版 根木昭　監修 文光堂

自由記載

課題に対し適切にレポートを作成できているかを評価する

口頭試問と実技試験で評価する

20%

80%

眼科検査機器の実地体験（ニデック）

動的視野症例実技　静的視野【実習①】    /　検査全般【実習①’】　　　　　　　　　　 　（山㟢/谷口）

動的視野症例実技　静的視野【実習②】    /　検査全般【実習②’】　　                   （山㟢/谷口）

動的視野症例実技　静的視野【実習③】    /　検査全般【実習③’】　　                   （山㟢/谷口）

動的視野症例実技　静的視野【実習④】    /　検査全般【実習④’】　　                   （山㟢/谷口）

動的視野症例実技　静的視野【実習①’】  /　検査全般【実習①】　　                     （山㟢/谷口）

動的視野症例実技　静的視野【実習②’】  /　検査全般【実習②】　　                     （山㟢/谷口）

動的視野症例実技　静的視野【実習③’】  /　検査全般【実習③】　　                     （山㟢/谷口）

動的視野症例実技　静的視野【実習④’】  /　検査全般【実習④】　　                     （山㟢/谷口）

実技試験に向けて検査全般実習                                                          （山㟢/谷口）

眼科検査機器の実地体験（ニデック）

眼科検査機器の実地体験（ニデック）

授業の目的・概要

授業計画

内容

動的視野検査　静的視野検査　振り返り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山㟢）

緑内障（講義）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山㟢）

授業の到達目標

これまでに学習した各種眼科検査の知識と技能をもとに、視能訓練士として必要な「一連の検査の順序を組み立
て、臨床的に矛盾のないデータを導き出す力」を養うことを目的とする。単発的な検査技術の習得にとどまら
ず、複数の検査結果を総合的に捉え、論理的な思考力・判断力を身につける。また、検査者としての立ち居振る
舞いや説明力にも重点を置く。

①視野検査（動的・量的）の基本（準備、説明、測定）を理解し実践できる。
②異常視野に対する動的視野の測定方法を理解し、実践できる。
③眼科検査（視力・屈折、眼圧、眼位、視野、両眼視機能など）を適切な手順で正確に実施できる。
④一連の検査結果を総合的に読み取り、矛盾や異常所見に気づき、自ら考察・説明できる。

成績の評価方法と基準

教科書

書名 著者・編集者名 出版社名

筆記試験

レポート・課題

小テスト

平常点

自由記載

種別 割合 評価基準・その他備考

その他

備考

自由記載

開講時期

後期

理解を深めよう　視野検査　第1版補訂版 松本長太　監修 金原出版

視能学　第3版 小林義治　他編 文光堂

視能学エキスパート　視能検査学　第2版 和田直子　他編 医学書院

眼科検査機器の実地体験（ニデック）

担当教員名

山㟢　統子・谷口　誠典

30

時間数（単位数） 授業回数

15 回

年次

2 年次

演習視能検査学総合演習

科目名 授業形態


